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１．はじめに

本稿は、公法学（行政法学）の見地から、知的財
産法という法領域について、法政策学的な検討を行
うことを試みるものである。

現代において、本稿が対象とする「知的財産法」
という法領域については、特許法や著作権法の教科
書や学術的研究（論文等）に見られるように、従来、
主に私法学の観点に立脚した検討が行われてきた。
しかしながら、近年においては、筆者も含め、特許
法や著作権法、知的財産法全体について、公法学

 新潟大学法学部

 准教授 宮森　征司
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知的財産法の法政策的検討（上）知的財産法の法政策的検討（上）
～公と私、法領域間関係という２つの横断的検討の視点から～


